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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公表番号】特表2010-525112(P2010-525112A)
【公表日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2010-504152(P2010-504152)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/34     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/86     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 230/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 220/34    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６８０　
   Ｃ０７Ｄ 209/86    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 230/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月30日(2011.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の式Ｉのモノマー及び式Ｌ′２ＭＺ′の重合可能なりん光性有機金属化合物から導か
れるポリマー。
【化１】

式中、
Ｒ１はＨ又はＣＨ３であり、
Ｒ２はＨ又はＣ１～Ｃ５アルキルであり、
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Ｒ３はＨ又はＣＨ３であり、
Ｒ４及びＲ５は独立にＨ、ＣＨ３、ｔ－ブチル、トリアリールシリル、トリアルキルシリ
ル、ジフェニルホスフィンオキシド又はジフェニルホスフィンスルフィドであり、
ｍは１～約２０であり、
ｎは１～約２０であり、
Ｌ′及びＺ′は独立に二座配位子であり、
Ｌ′及びＺ′の少なくとも一方はＣ２－２０アルケニル、Ｃ２－２０アルキニル、Ｃ２－

２０置換アルケニル、Ｃ２－２０置換アルキニル、Ｃ２－２０アルケニルオキシ、Ｃ２－

２０アルキニルオキシ、スチリル、アクリロイル及びメタクリロイルから選択される１以
上の置換基を含み、
ＭはＧａ、Ａｌ、Ｓｃ、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｙ、Ｚ
ｒ、Ｎｂ、Ｍｏ、Ｔｃ、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ａｇ、Ｃｄ、Ｌｕ、Ｈｆ、Ｔａ、Ｗ、Ｒｅ、
Ｏｓ、Ｉｒ、Ｐｔ、Ａｕ、Ｈｇ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｓｂ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｂｉ、Ｅ
ｕ、Ｔｂ、Ｌａ、Ｐｏ又はこれらの組合せである。
【請求項２】
　Ｌ′がシクロメタレート化配位子である、請求項１記載のポリマー。
【請求項３】
　ＭがＴｃ、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ｒｅ、Ｏｓ、Ｉｒ、Ｐｔ又はこれらの組合せである、請
求項１記載のポリマー。
【請求項４】
　ＭがＲｕ、Ｐｄ、Ｏｓ、Ｉｒ、Ｐｔ又はこれらの組合せである、請求項１記載のポリマ
ー。
【請求項５】
　ＭがＩｒである、請求項１記載のポリマー。
【請求項６】
　Ｌ′及びＺ′が独立に、フェニルピリジン、トリルピリジン、ベンゾチエニルピリジン
、フェニルイソキノリン、ジベンゾキノザリン、フルオレニルピリジン、ケトピロール、
ピコリネート、アセチルアセトネート、ヘキサフルオロアセチルアセトネート、サリチリ
デン、８－ヒドロキシキノリネート、アミノ酸、サリチルアルデヒド、イミノアセトネー
ト、２－（１－ナフチル）ベンゾオキサゾール、２－フェニルベンゾオキサゾール、２－
フェニルベンゾチアゾール、クマリン、チエニルピリジン、フェニルピリジン、ベンゾチ
エニルピリジン、３－メトキシ－２－フェニルピリジン、チエニルピリジン、フェニルイ
ミン、ビニルピリジン、ピリジルナフタレン、ピリジルピロール、ピリジルイミダゾール
、フェニルインドール、これらの誘導体又はこれらの組合せから導かれる、請求項１記載
のポリマー。
【請求項７】
　Ｌ′が１－フェニルイソキノリン、２－フェニルピリジン、これらの誘導体又はこれら
の組合せから導かれる、請求項１記載のポリマー。
【請求項８】
　Ｌ′が２－（４，６－ジフルオロフェニル）ピリジンから導かれる、請求項１記載のポ
リマー。
【請求項９】
　Ｚ′がピコリネートから導かれ、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ２－２０アルキニル、Ｃ２

－２０置換アルケニル、Ｃ２－２０置換アルキニル、Ｃ２－２０アルケニルオキシ、Ｃ２

－２０アルキニルオキシ、スチリル、アクリロイル及びメタクリロイルから選択される１
以上の置換基を含む、請求項１記載のポリマー。
【請求項１０】
　重合可能なりん光性有機金属化合物が次式の化合物である、請求項１記載のポリマー。
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【化２】

式中、
Ｒ１０はＣ２－２０アルケニル、Ｃ２－２０アルキニル、Ｃ２－２０置換アルケニル、Ｃ

２－２０置換アルキニル、Ｃ２－２０アルキニルオキシ、スチリル、アクリロイル、メタ
クリロイル又はこれらの組合せであり、
Ｒ１１及びＲ１２は一緒に置換又は非置換の単環式又は二環式ヘテロ芳香環を形成し、
Ｒ１３は各々独立にハロ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、アルキル、アリール、アリール
アルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、置換アルキル、置換アリール又は置換アリール
アルキルであり、
ｐは０又は１～４の整数である。
【請求項１１】
　Ｒ１０がスチリル、アクリロイル又はメタクリロイルである、請求項１０記載のポリマ
ー。
【請求項１２】
　重合可能なりん光性有機金属化合物が次式の化合物である、請求項１記載のポリマー。

【化３】

式中、Ｒ１０はＣ２－２０アルケニル、Ｃ２－２０アルキニル、Ｃ２－２０置換アルケニ
ル、Ｃ２－２０置換アルキニル、Ｃ２－２０アルキニルオキシ、スチリル、アクリロイル
、メタクリロイル又はこれらの組合せである。
【請求項１３】
　ポリマーがさらに、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸エステル、（メタ）アク
リル酸アミド、ビニル芳香族モノマー、置換エチレンモノマー及びこれらの組合せから導
かれる構造単位を含む、請求項１記載のポリマー。
【請求項１４】
　重合可能なりん光性有機金属化合物が次式の化合物であり、
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【化４】

Ｒ１０がスチリル、アクリロイル、メタクリロイル又はこれらの組合せであり、
ポリマーが以下のものから選択されるモノマーから導かれる構造単位を含む、請求項１記
載のポリマー。

【化５】

【請求項１５】
　１以上の電極と、
１以上の電荷注入層と、
次の式Ｉのモノマー及び式Ｌ′２ＭＺ′の重合可能なりん光性有機金属化合物から導かれ
るポリマーを含む１以上の発光層と
を含んでなる、請求項１乃至請求項１５のいずれか１項に記載の有機発光デバイス。
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